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2023年7月 災害発生

2023年7月2日（日）16時16分、京都府全域に

大雨特別警報が発令された。

＜今回の想定＞

同日16時20分、西京区（人口約15万人）・右京区（人
口約20万人）に避難指示が出され、避難所が開設し
始められた。

同日17時11分、桂川と有栖川・小畑川・善峰川の合
流点などが氾濫し、18時までに、西京区松尾地区、
右京区梅津地区などで大規模な浸水が発生した。

同日18時30分頃、西京区松尾地区・桂坂地区、右京
区高雄地区で崖崩れが発生した。

7月3日（月）9時、京都府が被害発表。死者 8名、行
方不明者37名。避難所 約70か所、避難者 約5千人。

＜今回の想定＞

＜今回の想定＞

西京区、右京区に
ハザードップ（右）と
同様の被害が発生

・避難所は多数
・浸水地域内は断水
・広い地域で停電
・道路は徐行運転可

など

引用：京都市防災ポータルサイト＞ハザードップ＞水害ハザードップ＞西京区
https://www.bousai.city.kyoto.lg.jp/cmsfiles/contents/0000000/143/09nishigyou_map.pdf

＜想定＞ 皆さんは

• 発災翌日の7月3日（月）13時。

• よろし会のA歯科医師から 「よろし会として活動
を検討したい」と連絡が入りました。

• 今日の18時に、ホテル京都エミナースホールに
集まりました。

京都市西京区などで働く、行政・保健・医療・福
祉・介護の関係者で、西京よろし会の会員です。

マップを使って「自己紹介」（1人1分弱）

１，職種
２，お名前

３，職場の

・住所と名前
・マップ上の位置
・浸水被害の有無

４，何かひとこと

ワーク ⓪ （６分）

＜想定＞ 7月3日（月）18時 京都エミナースホール

第1回 西京よろし会災害対策会議

アセスメントの総括と評価

歯科チームは、本部に戻り、集合しました。
みんなで、簡易総括表を作成しました。

避難所等における
歯科口腔保健集団アセスメント

（集団・迅速）
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＜想定＞ 皆さんは

• 発災6日後の7月8日（日）、今日はとても暑いで
す。

• 対策本部で、よろし会の歯科チームから、「歯科
のアセスメント総括表をまとめたので、皆さんの
意見を聞きたい」と申し込まれました。

7月8日（土）の夕方に、歯科チームの活動結果が
気になって、対策本部に行ってみましました。

各班で、情報交換します。

歯科チームが7月8日に実施した「歯科集団・迅速ア
セスメント総括表」を見ながら、

１）自分の職種として「気になる」、「歯科チームに詳
しく聞いてみたい」ような「キーワード」は？

２）自分の職種として、「これなら、教えてあげられそ
う」な感じがする「キーワード」は？

ワーク ① （10分）

集団アセスメント（集団・迅速）簡易総括表（7月8日）
施設・避難所等 歯科口腔保健 ラピッドアセスメント票（集団・迅速） 総括表<簡易版> 作成年月日 20   年 月 日

アセスメント
実施年月日

20     年 月 日
～ 20     年 月 日

作成者氏名
(所属名)

京都 太郎
（京都府歯科医師会）

市町村名 西京区
◎良好・問題なし、○ほぼ良好・ほぼ問題なし、
△やや問題あり、×大いに問題あり、－：不明

No
避難所等の
名称

避難者等の
人数(人）

うち要配慮者
（乳幼児・妊婦
・高齢者・障害
児者など）

(1)専門支援
歯科保健医療
の確保

(2)環境
口腔清掃等の

環境

(3)用具
口腔清掃の
用具等の確保

(4)清掃行動
口腔清掃や
介助等の
状況

(5)症状
歯や口の訴え
義歯の問題
食事等の問題

その他の
問題

備考

1 A寺院 55 15 × × × × ○
足の腫れ1名
車は近隣に駐車
石段でのアクセス

孤立住民が避難

2 A小学校 550 70 × × × × △
ＪＭＡＴ兵庫（歯科なし）
崖崩れで足のケガ１名

崖崩れと浸水で被災した住民

3 A中学校 400 10 × × △ ○ ○
入歯紛失2名
身内が行方不明２名

コロナ陽性者2名が別室療養中

4 B小学校 400 10 × × △ ○ ○ 眼鏡紛失3名 床上浸水で被災した住民が避難

5 C小学校 100 10 × ○ ◎ △ × 口内炎1名 なし

6 B中学校 50 10 ○ ○ ◎ △ ○ 外国人旅行者2名 なし

7 D小学校 400 50 × × △ △ × 歯茎の腫れ1名 床上浸水で被災した住民が避難

8 A文化会館 250 40 ○ ○ ◎ × × 充填物脱離1名 なし

9 E小学校 100 40 ○ ○ ◎ × ○ なし 床下浸水

10 F小学校 400 40 × × × × × トイレが臭う、手洗い場汚い 床上浸水で被災した住民が避難

11 C中学校 400 40 × × × × ×
ノロ疑い1名、のどの痛み2名
日赤が救護所設置

床上浸水で被災した住民が避難

12 Ｇ小学校 100 15 ○ ○ ○ △ ○ 手洗い場が汚い 床下浸水

13 H小学校 400 40 × × × × － 足の腫れ1名 床上浸水で被災した住民が避難

14 I小学校 50 15 ○ ○ ○ △ ○ なし

15 A高等学校 50 35 ○ ○ × △ － 義歯洗浄剤なし 床下浸水

16 J小学校 500 25 × × △ △ × 車椅子2名、歯の痛み2名 崖崩れで被災した住民が避難

17 D中学校 550 15 × × △ △ －
妊婦2名、手の腫れ１名
ＪＭＡＴ京都が救護所設置

コロナ濃厚接触者1名が別室療養中

18 A総合支援学校 150 80 × × × × △ 食事困難1名 身体障害児がいる

19 K小学校 50 10 ○ ○ × × ○ 食事の配給が少ない 小畑川と善峰川が氾濫

20 L小学校 50 10 ○ ○ × × ○ 発熱3名、のどの痛み1名 小畑川と善峰川が氾濫

保健 医療 福祉・介護

聞
い
て
み
た
い

教
え
て
あ
げ
ら
れ
そ
う

「歯科集団アセスメント総括表」での情報交換

集団アセスメント（全体・迅速）（7月7日）
定員 避難者 電気 水 ガス 状況

松
尾

A寺院 31 55 ✖ ✖ ✖ 孤立住民が避難

A小学校 440 550 ✖ ✖ ✖
崖崩れと浸水で被災した住民が避
難

A中学校 320 400 ○ ✖ ✖ コロナ陽性者2名が別室療養中

B小学校 360 400 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で被災した住民が避難

Ｃ小学校 252 100 〇 〇 〇

上
桂

Ｂ中学校 324 50 〇 〇 〇

Ｄ小学校 320 400 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で被災した住民が避難

A文化会館 180 250 〇 〇 〇

E小学校 360 100 ○ 給水車 ✖ 床下浸水

桂

F小学校 360 400 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で被災した住民が避難

Ｃ中学校 360 400 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で被災した住民が避難

G小学校 272 100 ○ 給水車 ✖ 床下浸水

Ｈ小学校 360 400 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で被災した住民が避難

I小学校 456 50 〇 〇 〇

A高等学校 792 50 〇 給水車 〇 床下浸水

桂
坂
・洛
西

J小学校 435 500 ✖ ✖ ✖ 崖崩れで被災した住民が避難

D中学校 482 550 ✖ ✖ ✖ コロナ濃厚接触者1名が別室療養中

A支援学校 280 150 ✖ ✖ ✖ 身体障害児がいる

K小学校 352 50 〇 〇 〇 小畑川と善峰川が氾濫

L小学校 480 50 〇 〇 〇 小畑川と善峰川が氾濫

7216 5005

集団アセスメント（全体・迅速）（7月7日）

種別定員現状電気 水 ガス 状況

上
桂

Aデイサービスセンター 老 40 10 ○ 給水車 ✖ 床下浸水
B施設 障 30 10 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で2階へ避難

特別養護老人ホーム C 老 29 45 ○ 給水車 ✖ 床下浸水、近隣から高齢者が避難
D施設 障 20 15 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で2階へ避難

桂

E特別養護老人ホーム 老 50 70 ✖ ✖ ✖
床上浸水で2階へ避難、近隣から高齢者が
避難

デイサービスF 老 30 10 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で2階へ避難
Gデイサービスセンター 障 30 10 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で2階へ避難

H 障 40 10 ✖ ✖ ✖ 床上浸水で2階へ避難
ワークハウス I 障 24 10 ○ 給水車 ✖ 床下浸水

桂
坂
・洛
西

特別養護老人ホーム J 老 115 150 ○ 給水車 ✖ 崖崩れで断水、近隣から高齢者が避難
K 障 50 30 ○ 給水車 ✖ 崖崩れで給水施設が破損し断水

Lデイサービスセンター 障 20 5 ○ 給水車 ✖ 崖崩れで給水施設が破損し断水
M 障 60 30 ○ 給水車 ✖ 崖崩れで給水施設が破損し断水
N 障 60 30 ○ 給水車 ✖ 崖崩れで給水施設が破損し断水
H 老 29 50 ○ 給水車 ✖ 崖崩れで断水、近隣から高齢者が避難

627 485
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集団アセスメント（集団・迅速）簡易総括表（7月8日）
施設・避難所等 歯科口腔保健 ラピッドアセスメント票（集団・迅速） 総括表<簡易版> 作成年月日 20   年 月 日

アセスメント
実施年月日

20     年 月 日
～ 20     年 月 日

作成者氏名
(所属名)

京都 太郎
（京都府歯科医師会）

市町村名 西京区
◎良好・問題なし、○ほぼ良好・ほぼ問題なし、
△やや問題あり、×大いに問題あり、－：不明

No
避難所等の
名称

避難者等の
人数(人）

うち要配慮者
（乳幼児・妊婦
・高齢者・障害
児者など）

(1)専門支援
歯科保健医療
の確保

(2)環境
口腔清掃等の

環境

(3)用具
口腔清掃の
用具等の確保

(4)清掃行動
口腔清掃や
介助等の
状況

(5)症状
歯や口の訴え
義歯の問題
食事等の問題

その他の
問題

備考

1 A寺院 55 15 × × × × ○
足の腫れ1名
車は近隣に駐車
石段でのアクセス

孤立住民が避難

2 A小学校 550 70 × × × × △
ＪＭＡＴ兵庫（歯科なし）
崖崩れで足のケガ１名

崖崩れと浸水で被災した住民

3 A中学校 400 10 × × △ ○ ○
入歯紛失2名
身内が行方不明２名

コロナ陽性者2名が別室療養中

4 B小学校 400 10 × × △ ○ ○ 眼鏡紛失3名 床上浸水で被災した住民が避難

5 C小学校 100 10 × ○ ◎ △ × 口内炎1名 なし

6 B中学校 50 10 ○ ○ ◎ △ ○ 外国人旅行者2名 なし

7 D小学校 400 50 × × △ △ × 歯茎の腫れ1名 床上浸水で被災した住民が避難

8 A文化会館 250 40 ○ ○ ◎ × × 充填物脱離1名 なし

9 E小学校 100 40 ○ ○ ◎ × ○ なし 床下浸水

10 F小学校 400 40 × × × × × トイレが臭う、手洗い場汚い 床上浸水で被災した住民が避難

11 C中学校 400 40 × × × × ×
ノロ疑い1名、のどの痛み2名
日赤が救護所設置

床上浸水で被災した住民が避難

12 Ｇ小学校 100 15 ○ ○ ○ △ ○ 手洗い場が汚い 床下浸水

13 H小学校 400 40 × × × × － 足の腫れ1名 床上浸水で被災した住民が避難

14 I小学校 50 15 ○ ○ ○ △ ○ なし

15 A高等学校 50 35 ○ ○ × △ － 義歯洗浄剤なし 床下浸水

16 J小学校 500 25 × × △ △ × 車椅子2名、歯の痛み2名 崖崩れで被災した住民が避難

17 D中学校 550 15 × × △ △ －
妊婦2名、手の腫れ１名
ＪＭＡＴ京都が救護所設置

コロナ濃厚接触者1名が別室療養中

18 A支援学校 150 80 × × × × △ 食事困難1名 身体障害児がいる

19 K小学校 50 10 ○ ○ × × ○ 食事の配給が少ない 小畑川と善峰川が氾濫

20 L小学校 50 10 ○ ○ × × ○ 発熱3名、のどの痛み1名 小畑川と善峰川が氾濫

集団アセスメント（集団・迅速）簡易総括表（7月8日）
施設・避難所等 歯科口腔保健 ラピッドアセスメント票（集団・迅速） 総括表<簡易版> 作成年月日 20   年 月 日

アセスメント
実施年月日

20     年 月 日
～ 20     年 月 日

作成者氏名
(所属名)

京都 太郎
（京都府歯科医師会）

市町村名 西京区
◎良好・問題なし、○ほぼ良好・ほぼ問題なし、
△やや問題あり、×大いに問題あり、－：不明

No
避難所等の
名称

避難者等の
人数(人）

うち要配慮者
（乳幼児・妊婦
・高齢者・障害
児者など）

(1)専門支援
歯科保健医療
の確保

(2)環境
口腔清掃等の

環境

(3)用具
口腔清掃の
用具等の確保

(4)清掃行動
口腔清掃や
介助等の
状況

(5)症状
歯や口の訴え
義歯の問題
食事等の問題

その他の
問題

備考

1
Aデイサービスセン

ター 10 10 △ △ △ △ － 糖尿病食対応1名 床下浸水

2 B施設 10 10 × × ○ ○ × 口内炎2名 床上浸水で2階へ避難

3
特別養護老人ホー

ム C 45 45 ○ △ × △ × 入歯紛失3名 床下浸水、近隣から高齢者が避難

4 D施設 15 15 × × × バケツ水で手洗い 床上浸水で2階へ避難

5
E特別養護老人ホー

ム 70 65 × × × × －
職員疲弊
要介護4・5多い

床上浸水で2階へ避難
近隣から高齢者が避難

6 デイサービスF 10 5 × × － － － 糖尿病食対応1名 床上浸水で2階へ避難

7
Gデイサービスセン

ター 10 5 × × － － － 嘔吐・下痢疑い1名 床上浸水で2階へ避難

8 H 10 10 × × × × ×
車椅子5名
職員疲弊

床上浸水で2階へ避難

9 ワークハウス I 10 10 ○ △ × × ○
車椅子3名
言語障害２名

床下浸水、近隣歯科は診療可能

10
特別養護老人ホー

ム J 150 140 ○ △ × × ○
要介護4・5
肺炎搬送2名

崖崩れで断水、近隣から高齢者が避難
義歯洗浄剤・ケースなし
訪問嘱託歯科医Ａは診療可能

11 K 30 20 ○ △ － － △ 食事介助1名
崖崩れで給水施設が破損し断水
訪問嘱託歯科医Bは診療可能

12 L 5 3 ○ △ 膝の痛み1名
崖崩れで給水施設が破損し断水
訪問嘱託歯科医Bは診療可能

13 M 30 22 ○ △ － － × 口内炎２名
崖崩れで給水施設が破損し断水
訪問嘱託歯科医Bは診療可能

14 N 30 25 ○ △ － － × 歯の痛み2名
崖崩れで給水施設が破損し断水
訪問嘱託歯科医Bは診療可能

15 H 50 15 × △ × － － 食事介助5名
崖崩れで断水、近隣から高齢者が避難
訪問嘱託歯科医Cは診療不能

地域
避難施設などにおける
歯科的問題点や課題

地域や近隣の
歯科医療提供体制

明日以降の
歯科支援の必要性

松
尾

避難所の環境が悪い
清掃用具が不足傾向
A中学校のコロナ感染対策

被災した診療所が多い 歯科保健対応中心
A中学校は感染対策確
認

上
桂

避難所の歯科症状が多い
D施設の衛生環境が悪い

施設への専門支援が不足
気味

歯科医療対応中心

桂

施設の専門支援が未確保
で、清掃環境も悪い

施設の「不明」が多く、職員
の疲弊も目立つ

被災・休診診療所と一部診
療可能な診療所が混在
施設への専門支援が不足

歯科医療＋保健対応
継続してアセスメント

施設への専門支援が急
務

桂
坂
・洛
西

D中学校のコロナ感染対策
食支援が必要
施設は断水箇所が多い

避難所周辺の専門支援は
一部不足しているが、施設
への専門支援はほぼ確保
されている

歯科医療＋保健対応
継続してアセスメント
D中学校は感染対策確
認
施設は嘱託医と連携

総括表からのまとめ ＜想定＞ 皆さんは

• 発災7日後の7月9日（日）、蒸し暑い日です。

• あなたは明日から職場に戻るので、少しでも現
状の情報をゲットする必要があります。

• 対策本部では、よろし会の歯科チームから「在
宅に避難されている要配慮者について、意見を
聞きたい」と申し込まれました。

7月8日（土）に歯科チームの活動を見て、また翌日
の休日の9日（日）にも、対策本部に参加しました。

各班で、在宅避難者について意見交換します。

1、「災害時にも『食べる』を守る」という視点から、

「何が問題か？」、「現在および今後、どういうリスク
があるか？」、「今、何をアセスメントすればよい
か？」を検討しましょう。

2、それを解決するためには、「誰と、どう連携する
か？」を考えてみましょう。

ワーク ②ー１ （10分） CASE １ ：Bさん、89歳、女性

• 要介護 4、独居、近隣在住の長女（62歳）が介護

• 脳梗塞による右上下肢全廃、高血圧、糖尿病

• 日常生活自立度：寝たきり B1・認知症Ⅰ

• 食事は利き腕でない左手で行うため、時間がかかる

• 最近、食事中にムセることが多くなっていた

• 水分摂取を嫌がり、脱水症で入院したことがある

• 主治医：Ｂ病院脳外科、内科は近隣開業医

• 被災後の状況： 5日前まで停電・断水していたため、熱中症
のような症状になりかけた。長女としては、片手でも食べや
すいように、被災前よりも少し小さめの大きさに変更するンド
の配慮はしていたつもり、とのこと。長女自身ももともと心臓
が悪く、特に被災後は体調がすぐれないので、このままでは
食事の用意が面倒だと感じてきている。
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Bさん宅

西京区内＆近郊医療機関情報（病院）

稼働 休業

被災状況 診療状況
全数 名称 診療科 外来 入院 訪問 外来 入院 訪問

6

A病院
消内、呼内、糖内、循内、神内、
消外、肛外、整外、泌尿器、心内
など

◎ ◎ 非常用電源 通常診療

B病院
脳神外、脳神内、内、泌尿器、外
科、整外、呼外、呼内、循内、皮
膚、脊椎など

◎ ◎ 非常用電源 通常診療

C病院

内科、糖尿病・内分泌内科、腎内、
リウマチ、、救急、呼内、呼外、脳
神内、脳神外、整外、産婦人科、
小児、精神科など

◎ ◎ 非常用電源 通常診療

D病院
脳神外、脳神内、外科、内科、循
内、整外、リウマチ、泌尿器、皮膚、
麻酔、ペインなど

◎ ◎ 被害なし 通常診療

E病院
内科、循内、消内、外科、整外、
形成外、脳神外、泌尿器、皮膚、
眼、耳鼻科、歯科 など

◎ ◎ 被害なし 通常診療

F病院
内科、消内、小児、呼吸器、心臓、
整形、眼、歯科、産婦人科など

△ △
非常用電源
断水

一部浸水
一部縮小

1 G市立病院
小児、精神、感染症、歯科口腔外
科、救急科など

◎ ◎ ― ― ― 被害なし 通常診療

１
H大学医学部
付属病院

血内、糖尿病内、循内、歯科口腔
外科、救急科など

◎ ◎ ― ― ― 被害なし 通常診療

＊あくまでも本研修会における想定のため、実際の災害における被災状況ではない

職種 アプローチ

介護者（家族） 摂食介助、身体介助、口腔ケア

医師 全身・リスク管理、検査、訓練指示、病状・治療方針の説明と同意

看護師
バイタル測定、薬投与、点滴・経管栄養・気切カニューレ管理
口腔ケア、摂食介助、摂食・嚥下訓練、家族指導・サポート

薬剤師 調剤、嚥下しやすい薬剤の調整、薬効の説明

歯科医師 検査、口腔疾患治療、義歯作成・調整、摂食嚥下訓練

歯科衛生士 口腔ケア、口腔衛生管理、摂食・嚥下訓練

言語聴覚士 口腔機能訓練、摂食嚥下訓練、構音訓練、高次脳機能評価と治療

理学療法士 頚部・体幹訓練、一般運動療法、肺理学療法、摂食訓練

作業療法士 失認・失行評価、姿勢・上肢訓練、食器の工夫、自助具、摂食訓練

管理栄養士 カロリー・水分などの栄養管理、嚥下食の供給と作り方指導・紹介

ソーシャルワーカー 環境調整、関係調整、社会資源紹介

ケアマネージャー ケアプラン作成・見直し、介護・医療・保健の連携と調整

保健師 医療・保健・介護の連携と調整、保健指導、健康管理、社会資源紹介

職種別の「食べる」支援アプローチの一例
保健 医療 福祉・介護

問
題
点

リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト

連
携

「災害時の在宅避難者の『食べる』を守る」

「個別アセスメントと個別支援」

各班で、在宅避難者について意見交換します。

1、「災害時にも『食べる』を守る」という視点から、

「何が問題か？」、「現在および今後、どういうリスク
があるか？」、「今、何をアセスメントすればよい
か？」を検討しましょう。

2、それを解決するためには、「誰と、どう連携する
か？」を考えてみましょう。

ワーク ②ー２ （10分） CASE ２ ：Aさん、85歳、男性

• 要介護 5、妻（82歳）が介護、長女（62歳）夫婦は大阪、長男
（60歳）夫婦は長岡京市、次女夫婦（50歳）は東京在住

• ALS（筋萎縮性側索硬化症）、胃ろう設置、人工呼吸器使用
中（非常用電源で稼働中）、高血圧、糖尿病

• 日常生活自立度：寝たきり C2・認知症Ⅲ

• 訪問診療（月1回）、訪問看護（週3回）と、入浴（各週2回）、歯
科衛生士による居宅療養管理指導（週1回）を受けていた

• 主治医： A病院 神経内科（他科も併受診中）

• 被災後の状況：停電のため非常用電源を活用していたが、
電源確保と公的支援のために、近隣住民が協力してA中学
校に搬送し一時避難した。しかし、コロナ陽性者が発生する
などしたため、できれば自宅に戻るか、無理ならば近隣の福
祉避難所か介護施設などで、従来通りのサービスを受けた
いと希望している。
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＜歯科的所見＞

・上顎は28本すべて歯があり、中等度の歯周病でグラグラ

・下顎は前歯が3本のみで、あとは部分入れ歯（不適合）

・唾液の嚥下時に、2～3日に1回ムセることがある

CASE ２ ：Aさん、85歳、男性

Aさん宅

資料提供：神戸市医師会 長田区医療介護サポートセンター 長谷川智美、森口春美

神戸市長田区の医療介護ネットワーク 歯科保健啓発資料など：
「災害歯科保健」 Disaster Oral Health

https://www.youtube.com/channel/UCDPHT2WeOHg
TED7ziW48r0Q/videos

動画：マスクしたままでできる「お口の体操」


